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●せき、くしゃみが出たらマスクを着用する。
●ティッシュなどで口と鼻を押さえ、他の人から顔を
　背けて1m以上離れる。
●使ったティッシュは、すぐにごみ箱へ捨てる。
●せき、くしゃみをした後は、手を洗う。

●マスクの上部を鼻筋に合わせ、
　隙間がないように鼻、口、顎を覆う。
●マスクのひもを持って顔から外し、
　マスクの表面には触れないように捨てる。

感染を広げないように
せきエチケットを
守りましょう

マスクの正しい着け方・外し方

※不織布のマスクをお薦めします。
　1日1枚、使い捨てが原則です。

お問い合わせ　保健所健康課　☎536-2851

インフルエンザ予防の3原則

　冬は、暖房用電化製品の使用により電力需要が増加する季節です。
特に今年の冬は、夏に引き続き原発停止の影響で、電力供給が厳しい
状況になっています。
　一人ひとりの節電が、安定した電力供給につながります。
　「今、自分にできること」を考え、身近なことから取り組みましょう。

　冬は、暖房用電化製品の使用により電力需要が増加する季節です。
特に今年の冬は、夏に引き続き原発停止の影響で、電力供給が厳しい
状況になっています。
　一人ひとりの節電が、安定した電力供給につながります。
　「今、自分にできること」を考え、身近なことから取り組みましょう。

こまめにスイッチオフ！1
スイッチオフで電気使用は必要最小限に。
（エアコン、照明、テレビ、パソコンなど）

待機電力を削減！2

5

長時間使用しない電化製品のプラグは抜いて。

暖房時の室温は、20℃を目安に。
カーテンやブラインドで窓からの熱の出入りを
カット。

冷蔵庫で節電！
庫内の設定温度を適切に。冬は「中」から「弱」
に。食品を詰め込み過ぎないように。

4 こたつで節電！
こたつ布団に上掛けをプラスして、敷布団を
敷く。

6 照明で節電！
明るさや点灯時間を調節する。
省エネ型の照明器具に買い替えて節電。

7 テレビで節電！
テレビを見ないときやゲームが終わったら、
テレビの主電源をオフに。

8 生活スタイルを見直して節電！
重ね着をする、まとめ洗いで洗濯回数を減ら
す、トイレの温水洗浄便座の設定温度を低くす
るなど、生活スタイルを見直して節電。

OFF

お問い合わせ　環境対策課　☎537-5758

みんなでみんなで

8 

つ
の
ポ
イ
ン
ト

家
庭
で
で
き
る
節
電

3エアコンで節電！

1

2

インフルエンザの症状が出たら
　家庭や職場で、実践している節電方法を募集します。
応募いただいた中から効果的と思われる節電方法を選び、
市ホームページなどで紹介します。

12月1日㈭～24年1月31日㈫
郵送またはファクス、Eメールで、住所、氏名、
電話番号、節電方法を記入（様式自由）し、環境
対策課（〒870-8504　荷揚町2-31　　538-3302  
　  kankyotai5@city.oita.oita.jp）へ。

募集期間
応募方法

皆さんの節電を募集します

できることから始めましょうできることから始めましょう

H23.12.1 23 H23.12.1

家
に
帰
っ
た
ら

手
洗
い・
う
が
い
を

家
に
帰
っ
た
ら

手
洗
い・
う
が
い
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
対
処
法

感染経路を絶つ
　　　インフルエンザは、せき、くしゃみなどによって放
出されたウイルスで感染します。また、空気が乾燥する
と、のどの粘膜の防御機能が低下してウイルスに感染し
やすくなります。
●外出後は、必ず手洗いとうがいをする。
●外出時は、マスクをする。
●人が多く集まる場所への外出はできるだけ控える。
●こまめに部屋を換気する。
●加湿器などで、部屋を適切な湿度（50％～60％）に保つ。

　インフルエンザにかかると、突然39℃～40℃の高熱
が出て、頭痛や筋肉痛、けん怠感、のどの痛み、せきなど
の症状が現れます。このような症状が出たら、すぐに病院
に行きましょう。

抵抗力をつける
　　　 体力や免疫力があれば、インフルエンザにかかり
にくくなります。
●充分な栄養と睡眠を心掛け、適度な運動をする。

免疫力をつける
　　　インフルエンザの予防接種を受けましょう。免疫
機能を利用し、ウイルスに対する抗体をつくり、重症化を
防ぐことができます。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、普
通
の
か
ぜ
と
は
違
う
注
意
が
必
要
な
感
染
症
で
す
。

高
齢
者
や
乳
幼
児
が
か
か
る
と
、重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
め
の
予
防
と
、早
め
の
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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自
分
に
で
き
る
こ
と
を

自
分
ら
し
く

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、誰
も
が
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
に
は
、

地
域
で
共
に
暮
ら
す
わ
た
し
た
ち
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
、「
障
害
者
週
間
」で
す
。

今
回
は
、人
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
前
向
き
に
考
え
、希
望
を
持
ち
、

夢
に
向
か
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
河
合
知
美
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、互
い
を
理
解
し
、

思
い
や
る
心
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
が
自
分
じ
ゃ
な
く
な
る
。以
前

の
自
分
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
」

　

自
分
の
身
に
起
き
た
こ
と
を
受
け
入

れ
る
の
に
苦
し
む
わ
た
し
を
救
っ
て
く
れ

た
の
は
、わ
た
し
と
同
じ
よ
う
な
障
が
い

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、い
き
い
き
と

暮
ら
す
人
た
ち
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　
「
過
去
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。前

向
き
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
よ
」と
い

う
言
葉
が
、わ
た
し
を
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。前
向
き
に
、そ
し
て
積
極
的
に
生
き

る
こ
と
で
、自
分
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と

に
な
る
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ

た
の
で
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
４
年

間
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
出
場

し
、全
て
完
走
で
き
た

の
も
、出
会
い
が
き
っ
か

け
で
し
た
。わ
た
し
の
車

い
す
を
作
っ
て
く
れ
た

人
が
、実
は
車
い
す
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
、わ
た
し
も
障
が
い

者
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。こ
う

し
た
人
と
の
出
会
い
が
、わ
た
し
の
人
生

の
転
機
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、当
た
り
前
の
こ
と
が
、実
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。

走
る
の
が
遅
い
と
か
、背

が
低
い
と
か
、人
に
は
そ

れ
ぞ
れ
、
そ
の
人
な
り

の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、車
い

す
で
の
暮
ら
し
を
続
け

る
う
ち
に
、普
通
に
立
っ

て
歩
け
る
こ
と
が
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
気
付
き
ま
し
た
。

　
「
大
好
き
な
英
語
を
生
か
し
た
仕
事

を
し
た
い
」そ
れ
が
、中
学
生
の
頃
に
抱

い
て
い
た
、わ
た
し
の
夢
で
し
た
。短
期
大

学
を
卒
業
後
、子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ

と
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、自
宅
で
英

語
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん

な
と
き
、英
語
の
講
師
を
探
し
て
い
る
知

り
合
い
か
ら
の
話
が
き
っ
か
け
で
、７
年

前
か
ら
は
塾
の
講
師
と
し
て
中
学
生
に

英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、塾
で

の
教
え
る
英
語
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
、よ
り
実
用
的
な
英
会
話
を
身
に
付

け
、大
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
英
語
で
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
と
塾
の
行
き
帰
り
で
感
じ
る
の

で
す
が
、車
い
す
で
の
生
活
は
視
線
が
低

い
の
で
、車
い
す
の
そ
ば
を
自
動
車
が
通

る
と
、自
動
車
が
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う

で
、と
て
も
不
安
で
す
。で
も
、視
線
が

低
い
こ
と
で
草
花
と
の
距
離
が
近
く
な

り
、身
近
に
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
や
建
物
の
段
差
は
、以
前
よ
り

解
消
さ
れ
て
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
、段
差
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
の

上
を
通
る
と
き
は
少

し
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
出
掛
け
た
と

き
に
、道
行
く
人
が
あ

い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ

た
と
き
は
、
う
れ
し
い

で
す
ね
。

　

家
族
や
友
人
た
ち
は
わ
た
し
の
障
が

い
の
こ
と
を
必
要
以
上
に
意
識
せ
ず
に
、

さ
り
げ
な
く
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る

の
で
、と
て
も
あ
り
が
た
い
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
互
い
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
、

自
然
に
声
を
掛
け
合
う
こ
と
が
で
き
る

と
素
敵
な
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

12月3日から9日は、「障害者週間」ですお問い合わせ　障害福祉課　☎537-5658

「障害者週間」は、国民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解
を深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活
動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として定められています。
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河合 知美さん

第23回大分国際車いすマラソン大会で力走中の
河合さん

出
会
い
が
、わ
た
し
を
変
え
て
く
れ
た

夢
は
続
く

互
い
に
思
い
や
る
心
を

　

13
年
前
、事
故
で
下
半
身
が
ま
ひ
。懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ

け
れ
ど
、自
力
で
の
歩
行
は
困
難
で
、車
い
す
で
の
生
活
が
始
ま
る
こ
と
に
・・・
。



お問い合わせ　歴史資料館　☎549-0880
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小規模特認校の
児童募集
小規模特認校の
児童募集
小規模特認校の
児童募集

大分市　小規模特認校 検索

両校とも、各学年既在籍者を含め1学級以内

申請方法
随時、教育企画課で申請できます。なお、新1年生は、24年1
月下旬に入学通知書が届いてから申請してください。
※教育企画課（市役所第2庁舎4階）または各小学校に備え付
けの「大分市小規模特認校制度のご案内」（市ホームペー
ジからダウンロードも可）をご覧ください。

条　件
自宅からの通学時間が片道1時間以内を目安に、原則として
自力通学ができ、1年以上の通年通学をすること。

　上戸次小学校は市内の南部、校区の中央
を大野川が流れる緑豊かな自然の中にあ
ります。
　大野川でのドンコ釣り大会や天面山ラ
リー遠足、稲作体験、シイタケ作り、カー

ネーションハウスでの収穫体験など、自然を生かした教育活動
に取り組んでいます。
　また、親子校内キャンプ、運
動会、相撲大会、上小文化祭、
神楽、餅つき大会など、地域と
一体となった行事を通して、
子ども同士はもちろん、地域
や保護者との触れ合いを深め
ています。

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5793

　自然環境に恵まれた上戸次小学校と神崎小学校
は小規模特認校として、通学区域外から入学・転学を
希望する児童を募集しています。

かみ へ つぎ かん ざき

母子家庭
自立支援給付金制度

　雇用保険の教育訓練給付の受給資格を有しない母子家庭
の母（過去に給付金の支給を受けていない人）が、就業に結
び付く資格を取得するに当たり、対象となる教育訓練給付講
座を修了した場合に支給します。

　母子家庭の母が、看護師・准看護師・介護福祉士・
保育士・理学療法士・作業療法士の資格取得
を目的に、２年以上養成機関で修業する場合
に、一定の受講期間の生活費を支給します。

支給内容　講座受講料の20％を講座終了後に支給します。
（上限10万円、下限4,000円。講座受講料の20％が4,000円
を超えない場合は、支給対象となりません）
※講座受講開始前に教育訓練講座の指定を受ける必要があ 
　ります。

　母子家庭の母や寡婦の経済的自立とその児童の福祉の
向上のため、各種資金の貸し付けを行っています。扶養する
子どもの進学資金などにお悩みの人はご相談ください。

　母子家庭の母などを対象に、専門の支援員が就業相談・職
業紹介（県内の全職種）を行っていますので、ご利用ください。
相談日時　月～金曜日、第3日曜日　午前9時～午後5時

支給内容　
1.修業期間中の生活費の助成　
●支給金額…月額14万1,000円または7万500円　
●支給期間…24年3月31日までの入学者は修業中の全期

間。24年4月1日以降の入学者は修業中の後
半2分の1に相当する期間〈上限18カ月〉　

2.入学支援修了一時金　5万円または2万5,000円

①自立支援教育訓練給付金

②高等技能訓練促進費

母子・寡婦福祉資金の貸付制度

母子家庭等就業・自立支援センター

お問い合わせ　
母子家庭等就業・自立支援センター
（県総合社会福祉会館3階　県母子寡婦福祉連合会内）　
大津町二丁目１-41　
☎５５２-３３１３　 ５５２-３３３７
　syuushoku-sien.c@spice.ocn.ne.jp

対　　象　●母子家庭の母で、20歳未満の子どもを扶養して
いる人　●父母のいない20歳未満の子ども　●寡婦（現在、配
偶者がなく、かつて母子家庭の母であった人）　●40歳以上の
配偶者のない女性
そ の 他　資金の利用については、所得などの貸付条件の審
査があります。就学支度資金は、入学前の申請が必要です。

自
然
が
い
っ
ぱ
い

伸
び
伸
び
学
習

　神崎小学校は市内の西部、眼下に別府湾
を望む高崎山のふもとにあります。
　近くの田ノ浦ビーチや高崎山自然動物
園、水族館うみたまごへ遠足や探検学習な

どに出掛けています。海をテーマにしたビーチでのカヌーやシュ
ノーケリング活動、夏休みの臨海学校、うみたまごでの学習活動
に取り組み、また、山をテーマ
にした田ノ浦特産のビワの袋
掛けや収穫、高崎山自然動物
園での学習活動などに取り組
んでいます。異なる学年との
合同の授業や体験活動も行っ
ています。

◆所得制限…①②ともに児童扶養手当を受給しているか、
　　　　　　同様の所得水準にあること。
※入学前に子育て支援課へご相談ください。

ご利用ください

お問い合わせ　教育企画課　☎537-5903

http://www.oct-net.ne.jp/~kamihet1/上戸次小学校

http://www.oct-net.ne.jp/~kanzaki1/神崎小学校
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歴史資料館のお知らせ

ふ
る
さ
と
の
歴
史
再
発
見

歴
史
資
料
館
所
蔵
の
古
文
書
を
解
説
を
受
け
な
が
ら
読
み
進
め
ま
す
。

日
　
時

24
年
1
月
7
日・14
日・21
日
、2
月
4
日・11
日・18
日
、

3
月
3
日・10
日・17
日（
土
曜
日
　
全
9
回
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

定
　
員

70
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

対
　
象

高
校
生
以
上

参
加
費

3
0
0
円（
資
料
代
）

申
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、講
座
名
を
記

入
し
、12 
月
 21
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で
に
歴
史
資
料
館

（
〒
8
7
0-

0
8
6
4
　
大
字
国
分
9
6
0-

1
）へ
。

日
　
時

12
月
23
日
㈮
　
●

午
前
9
時
30
分
〜  

●

午
後
2
時
〜

定
　
員

各
70
人（
先
着
順
）

参
加
費

2
0
0
円（
材
料
費
）

申
込
み

電
話
で
、12
月
7
日
㈬
か
ら
歴
史
資
料
館
へ
。

和
凧
作
り

だ
こ

わ 古
文
書
コ
ー
ス

第
16
回 

ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

「市民学芸員募集」
　歴史資料館では、資料館の活動
を活性化させ、地域とのつながりを
深めるために、「市民学芸員」を募
集します。

資料の整理・管理、来館
者への展示解説・体験
指導、体験講座の企画・
運営など

活動内容

30人程度定　　員

歴史に興味のある人、
専門的な知識や技術を
生かしたい人

対　　象

電話で、24年1月31日
㈫までに歴史資料館へ。

申 込 み

テ
�
マ
展
示
Ⅲ

12
月
17
日
㈯
�
24
年
1
月
29
日
㈰　

物
見
遊
山
と
いっ
た
日
本
各
地
の
名
所
を

め
ぐ
る
庶
民
の
旅
行
も
盛
ん
で
あ
っ
た
江
戸

時
代
、観
光
地
の
景
観
を
描
い
た
名
所
絵
な

ど
が
数
多
く
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、1
9
0
0（
明
治
33
）年
、郵
便

法
の
制
定
に
よ
り
、官
製
は
が
き
に
加
え
て

私
製
は
が
き
も
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
正
時
代
に
は
各
地
の
名
所
・
旧
跡
や
町
の

光
景
を
撮
っ
た
写
真
を
主
に
し
た
絵
は
が
き

が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、名
所
絵
や
絵
は
が
き
を
通
し

て
、大
分
を
は
じ
め
日
本
各
地
の
昔
の
風
景

を
紹
介
し
ま
す
。

「絵はがき」　白木付近から西大分地区を望む（大正～昭和初年頃）

名
所
絵
・

絵
は
が
き
に
み
る

昔
の
風
景

開館時間／午前9時～午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）
休 館 日／12月19日㈪・26日㈪・28日㈬～24年
　　　　　1月4日㈬・10日㈫・16日㈪・23日㈪

観 覧 料／大人200円（団体150円）、高校生100円（団体50円）、中学生以下無料
　　　　　※団体は20人以上
　　　　　※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて
　　　　　　いる人とその介護者は無料。受付で手帳を提示してください。

「絵はがき」　住吉橋から新川地区を望む（大正～昭和初年）

展
示
解
説
講
座
無
料

【
日 

時
】 

24
年
1
月
22
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

【
場 

所
】 

歴
史
資
料
館
　
講
座
室

【
解 

説
】 

歴
史
資
料
館
職
員



お
問
い
合
わ
せ　

人
権
・
同
和
対
策
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
5
3
7
・
5
6
1
8

人
権
週
間
関
連
行
事

期
間
／
11
月
25
日
㈮
〜
12
月
9
日
㈮

場
所
／
市
役
所
第
2
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

2
0
1
1
大
分
市
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
展

日
時
／
12
月
8
日
㈭　

午
前
10
時
／
午
後
2
時

場
所
／
旭
町
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
／
夕
映
え
の
み
ち（
38
分
）他

啓
発
映
画
上
映
会（
無
料
）

日
時
／
12
月
3
日
㈯　

午
後
5
時
15
分

　
　
　
（
T
O
S
テ
レ
ビ
大
分
）　　

内
容
／
12
月
4
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

テ
レ
ビ
広
報
番
組

フ
レ
ッ
シ
ュ
お
お
い
た

日
時
／
12
月
2
日
㈮　

午
前
11
時

場
所
／
市
内
中
心
部

内
容
／
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
物
品
の
配
布

人
権
啓
発
街
頭
活
動

つ
づ

た
き　

び

日
時
／
12
月
10
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場
所
／
野
津
原
公
民
館

講
師
／
常
田 

富
士
男 

氏（
俳
優
・
声
優
）

演
題
／
詩
と
童
話
、昔
話
で
綴
る
あ
っ
た
か
話

　
　
　

〜
語
り
は
祈
り
の
心
・
焚
火
の
如
く
〜

定
員
／
3
0
0
人

※
託
児
あ
り　

※
手
話
通
訳
あ
り　

人
権
講
演
会（
無
料
）

人権は21世紀のテーマです

みんなで築こう

差別のない街・おおいた差別のない街・おおいた
人権は21世紀のテーマです

みんなで築こう

差別のない街・おおいた差別のない街・おおいた
人権は21世紀のテーマです

みんなで築こう

差別のない街・おおいた差別のない街・おおいた
人権は21世紀のテーマです

みんなで築こう

差別のない街・おおいた差別のない街・おおいた

12月4日から10日は、「人権週間」です。

1948年12月10日、第3回国連総会で採択された「世界人権宣言」を

記念して、我が国では毎年12月4日から10日を「人権週間」と定め、

広く国民に人権意識の高揚を図っています。

本市においても人権週間にちなんで、人権意識の普及、高揚のため

さまざまな行事を計画しています。

この機会に、皆さんも各種行事に参加してみませんか。

お
お
い
た
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１

期
間
／
11
月
25
日
㈮
〜
12
月
12
日
㈪

場
所
／
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
コ
ン
コ
ー
ス

◯
人
権
ポ
ス
タ
ー
展

旭
町
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場（
定
員
1
2
0
人
）

日
時
／
12
月
2
日
㈮　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

講
師
／
露
の 

新
治 

氏（
落
語
家
）

演
題
／
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高
座

　
　
　
「
自
分
の
人
生
、自
分
が
主
役
」

坂
ノ
市
公
民
館
会
場（
定
員
3
0
0
人
）

日
時
／
12
月
3
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

南
大
分
公
民
館
会
場（
定
員
3
0
0
人
）

日
時
／
12
月
4
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

講
師
／
福
永 

宅
司 

氏（
子
ど
も
の
学
び
館
代
表
取
締
役
）

演
題
／
ひ
と
り
芝
居「
学
校
」

　
　
　

〜
ぬ
く
も
り
あ
る

　
　
　
　

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

◯
人
権
講
演
会（
無
料
）
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差
別
を
な
く
す
た
め
に

　
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は

　
　
　
な
ん
で
し
ょ
う 

・ 

・ 

・

あ
な
た
の
人
権
意
識
は
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
、

正
し
く
知
ら
な
い
こ
と
で
起
こ
る「
差
別
」と「
偏
見
」が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

知
ら
な
い
か
ら
責
任
が
な
い
、そ
れ
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

誤
っ
た
考
え
方
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663

お問い合わせ　産業振興課　☎537-7014

おおいた夢色音楽プロジェクト

大 分 市 ふ るさとコンサート大 分 市 ふ るさとコンサート大 分 市 ふ るさとコンサート

クラリネット 前田｠優紀 コントラバス 小野｠聡美ソプラノ 首藤｠玲奈

トキハ会館　あけのアクロスタウン
チケットぴあ（Pコード:152-837） ローソンチケット（Lコード:82989）

●大分中央　警察署

●大分文化
　会館

荷揚町
小学校●

保健所
   ●

●大分
　中央郵便局

大手
公園

市役所

国道197号
県
庁

アート
プラザ● 大分城址公園

産業活性化プラザ

●

「創業支援施設」は、創業者（希望者を含む）を支援し、企業として自立可能な状態まで成長を促すことを目的とした施設です。

プレインキュベーション［A・B・C・D］
◆入居対象/右記ⓑⓒⓓに該当する人
◆入居期間/6カ月以内（更新可）

ⓐ創業予定者　ⓑ創業を志す人　ⓒ創業後5年を経過していない人
ⓓ創業している人で、新規事業（新分野進出・新技術開発）に取り組ん
　でいるまたは取り組もうとする人（第2創業）

産業振興課（本庁舎9階）に備え付けの申込書に必要事項を記入し、必要書類を添えて、直接または
郵送で、同課（〒870-8504　荷揚町2-31）へ。

募
集
物
件

産業活性化プラザ3階「創業支援施設」入居者募集中

※随時申し込みを受け付けるため、募集する部屋のタイプが変わることがあります。

IM（インキュベーションマネージャー）などによる事業立ち上げや販路
開拓などに関する事業化支援、経営相談
プラザ1階のNPO法人や2階に入居する大分大学、日本文理大学、大
分高専による技術などに関する相談や支援
プラザ2階セミナールームで行われる各種講座の受講など

●

●

●

●

●

●

入居期間中は、原則として本施設内に本社機能を置くこと
オフィスは不特定多数が利用する物品販売、飲食業の店舗として利
用しないこと
大分市産業活性化プラザ条例、同条例施行規則などを遵守すること

●

●

部屋代…月額800円／㎡ 　●電気代…実費　●コピー機…有料
電話・インターネット接続費、電話代など…実費
※駐車場はありません。

●

●

書類審査後、入居者選定委員会にて申請者のプレゼンテーションなどにより行います。
申請から入居までは、おおむね2カ月から3カ月かかります。

●

●

事前に施設を見学することもできますので、産業振興課にお申し込みください。
入居決定者には、定期的に開催する情報交換会への出席や、創業準備・経営状況
などに関する情報提供・資料の提出などにご協力いただきます。

創業者を支援します！

対 

象

支
援
内
容

入
居
条
件

入
居
者
負
担

選 

考

そ
の
他

申
込
み

募集数
4ブース

メインインキュベーション［302・305］
◆入居対象/右記ⓐⓒⓓに該当する人
◆入居期間/1年以内（更新可）

募集数
2室

D

A301

303 304

306
（5㎡）

（7㎡）
B

（6㎡）

C
（6㎡）

（15㎡）
305

（30㎡）
302

307
給湯室

交流
ルーム

商談室

階段

第５回

12月1日
㈭から

チケット
販売開

始
日 時

料 金場 所

チケット取扱場所

ピアノ 塩地 亜希子

24年2月17日㈮ 午後6時開場/午後6時30分開演

国内外で活躍中の大分市をふるさととする
若手演奏家によるクラシックコンサートです。

コンパルホール　文化ホール 1,000円（全席自由）
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市税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料
の納付はお済みですか？
　市では、12月を「年末完納促進強化月間」として、滞納をなくす取り組みを進めています。納期
限までに納めないと、納めた人との間に負担の公正さを欠くことになります。
　市税などは、必ず納期限までに納めましょう。

市税…納税課（☎537-5691・☎537-5692）　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料…国保年金課（☎537-5738）
介護保険料… 長寿福祉課（☎537-5741）

　市内に本・支店のある金融機関・郵便局または納税課、国保年金課、長寿福祉課、
各支所、明野出張所窓口でお申し込みください。
　お申し込みには、預・貯金通帳、通帳届出印、納税通知書が必要です。
　口座振替（自動払込）開始は、申し込み月の翌月末以降の納期限分からです。

皆さんから納めていただく税は、
安心して暮らせるまちづくりを
進めるための大切な財源です。

医療 教育
消防・
救急

社会
福祉 道路ごみの

収集

納付は便利で確実な
「口座振替」をご利用ください

お問い合わせ

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、翌
月

末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。納
め
忘
れ
る
と
、将
来
、老
齢
基

礎
年
金
が
減
額
さ
れ
、老
齢
基
礎
年
金

や
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、一
部
納
付
の
承
認
を
受
け
て

い
る
人
も
、承
認
期
間
中
に
一
部
保
険

料
を
納
め
な
い
と
、未
納
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
は
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問　

国
民
年
金
室（
☎
５
３
７
・
５
６

１
７
）

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か（
65
歳
以
上
の
人
）

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
一
定

の
期
間
が
経
過
す
る
と
、利
用
者
負
担

が
重
く
な
る
な
ど
の
給
付
制
限
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。生
活
困
窮
な

ど
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、分
割
納

付
や
減
免
制
度
な
ど
に
つ
い
て
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
、費
用
の
全
額

を
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
申
請
に
よ
り
、後
で
費
用
の
９
割

分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
）

◆
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

前
記
の
措
置
に
よ
り
、後
で
払
い
戻
さ

れ
る
９
割
分
の
給
付
を
一
時
差
し
止
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

時
効

に
よ
り
、２
年
経
過
後
の
保
険
料
は
納

付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。納
付
で
き
な

く
な
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、一
定
期
間
、

利
用
者
負
担
の
割
合
が
１
割
か
ら
３

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超

え
た
場
合
に
、払
い
戻
し
と
な
る
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
入
所
者
な

ど
の
居
住
費
・
食
費
の
負
担
を
軽
減
す

る
補
足
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

問　

長
寿
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階　

☎
５
３
７・５
７
４
１
）

家
屋
を
所
有
す
る
人
へ

◎
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が

　

変
わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

　

未
登
記
の
家
屋
は
、売
買
・
贈
与
・
相

続
な
ど
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

に
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、前
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
に
届
け
出

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
悩
み
電
話
相
談
の
ご
利
用
を

　

保
健
所
で
は
、認
知
症
に
つ
い
て
専

用
電
話
を
設
け
て
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
電
話
番
号　

☎
５
３
７・１
１
６
５

問　

保
健
所
健
康
課（
☎
５
３
６
・
２

８
５
２
）

ミ 

ナ      

イ   

イ  

ロ
ウ  

ゴ

◎
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

連
絡
を

　

家
屋
（
物
置
な
ど
簡
易
な
建
物
を

含
む
）を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、早
め

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。取
り
壊
し

の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、そ
の
家
屋

に
対
す
る
固
定
資
産
税
が
引
き
続
き

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、家
屋
滅
失
証
明
が
必
要
な

と
き
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

資
産
税
課
（
☎
５
３
７
・
７
２
９

１
）、東
部
資
産
税
事
務
所
（
☎
５
２

７・２
１
３
２
）、西
部
資
産
税
事
務
所

（
☎
５
４
１・１
４
０
６
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

差
押
物
件
を
売
却
し
ま
す

◆
売
却
物
件　

①
不
動
産
（
一
括
公

売
）　
●
宅
地
…
三
佐
二
丁
目
２
７
１

番
・
２
７
２
番　
●
宅
地
・
建
物
…
大
字

政
所
2
9
7
4
番
８　
●
宅
地
・
建
物
・

公
衆
用
道
路
…
大
字
国
分
３
５
５
番

１・３
５
５
番
２・３
５
５
番
３・３
５
５

番
４　

②
動
産　

ネ
ッ
ク
レ
ス
（
ル

ビ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
）、ブ
レ
ス

レ
ッ
ト（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）

◆
参
加
申
込
期
間　

24
年
1
月
６
日

㈮
午
後
１
時
〜
20
日
㈮
午
後
11
時

◆
入
札
期
間　

①
…
24
年
1
月
27
日

㈮
午
後
１
時
〜
２
月
３
日
㈮
午
後
１

時　

②
…
24
年
1
月
27
日
㈮
午
後
１

時
〜
29
日
㈰
午
後
11
時

※
12
月
19
日
㈪
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。な
お
、

売
却
を
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　

納
税
課（
☎
５
３
７・５
７
３
２
）
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entry@b-oita.jpへ空メールを送信

登録ボタンで完了！詳細設定は「変更」で

1

送られてきたメールのＵＲＬへアクセス2

ブログ、
ツイッター
ブログ、
ツイッター

広報専門員の広報専門員の

問広聴広報課（☎５３７-５７１３）

ツイッターツイッター

ブログブログブログ

ツイッター

　地震発生直後の地震速報や津
波警報などの防災情報を携帯電話
やパソコンに送信します。災害に
対する備えとして、ぜひお役立て
ください。※登録や情報の利用は
無料ですが、メールの送受信や案
内ページの閲覧などの通信費は登
録者の負担になります。

問防災危機管理課
（☎537-5664）

登録はこちらから→

大分市防災メール
に登録を！

大分市防災メール
に登録を！

twitterblog
twitterblog

配信中配信中

市内の出来事やイベン
ト情報などを１４０文字
以内でツイート（投稿）
します。
ぜひ、フォローを！

市政情報や市内のイベ
ント情報、おすすめ情報
などをピックアップし
て、分かりやすく紹介し
ます。

大分市広報専門員ツイッター 検索

大分市広報専門員ブログ 検索

市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び

第
５
期
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
の
意
見

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

長
寿
福
祉
課

（
本
庁
舎
１
階
・
第
２
庁
舎
２
階
）・
情

報
公
開
室（
本
庁
舎
７
階
）、各
支
所
、

明
野
出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

12
月
16
日
㈮
〜
24
年
１
月
10
日
㈫
に

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他　

個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問　

住
所
、氏
名
ま
た

（
仮
称
）大
分
市
小
児
救
急

セ
ン
タ
ー
看
護
師

　

24
年
4
月
開
設
予
定
の（
仮
称
）大

分
市
小
児
救
急
セ
ン
タ
ー
（
大
字
宮

崎
）に
勤
務
す
る
看
護
師
を
募
集
し

ま
す
。

◆
対
象　

看
護
師
の
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
で
、午
後
７
時
〜
午
後
11
時
ご

ろ
ま
で
勤
務
で
き
る
人

◆
定
員　

５
〜
10
人
程
度

◆
選
考
方
法　

面
接

◆
申
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、12

月
１
日
㈭
〜
24
年
１
月
31
日
㈫
の
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
県

地
域
成
人
病
検
診
協
会
総
務
課（
大

字
宮
崎
１
４
１
５
番
地　

県
地
域
成

人
病
検
診
セ
ン
タ
ー
内　
☎
５
６
９・２

２
１
１
）へ
。

問　

保
健
所
保
健
総
務
課（
☎
５
３

６・２
２
２
２
）

は
会
社
名（
団
体
名
）を
記
入（
様
式

自
由
）し
、直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク

ス
、E
メ
ー
ル
で
、24
年
１
月
10
日
㈫

（
必
着
）ま
で
に
長
寿
福
祉
課（
本
庁

舎
１
階
・
第
２
庁
舎
２
階　
☎
５
３
７・

５
７
４
４　
　

５
４
８
・
５
３
８
７　

　

cyouzyufukusi@
city.oita.

oita.jp

）へ
。

12月は、「大気汚染防止推進月間」です。
車の無駄なアイドリングをやめたり、自転車や公共交通機関を利用したりなどをして、大気環境の保全に努めましょう。

問環境対策課（☎537-5622）12月10日㈯から16日㈮は、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
北朝鮮当局による拉致問題などの人権侵害問題について、関心と認識を深めましょう。

問人権・同和対策課（☎537-5618）
ら　ち

生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

◆
対
象　

次
の
①
〜
③
を
全
て
満
た

す
世
帯　

①
市
内
に
居
住
し
て
自
宅

で
使
用
す
る
世
帯　

②
23
年
度
に
コ

ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器
の
貸
し
出
し

お
よ
び
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
支

給
を
受
け
て
い
な
い
世
帯　

③
過
去

５
年
度
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
世
帯

※
た
だ
し
、予
算
枠
に
達
し
次
第
、締

め
切
り
ま
す
。

◆
補
助
額　

本
体
購
入
費
の
２
分
の

１（
上
限
額　

電
動
式
２
万
２
、０
０

０
円
、非
電
動
式
１
万
１
、０
０
０
円
。

１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で
）

※
申
請
前
に
購
入
す
る
と
、補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み　

購
入
者
ま
た
は
使
用
者

（
家
族
）が
印
鑑
を
持
参
し
、清
掃
管

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
高
齢
者
支
援
）会
員

　

家
事
・
買
物
・
付
き
添
い
な
ど
の
援

助
を
受
け
た
い
人（
依
頼
会
員
・
65
歳

以
上
ま
た
は
そ
の
三
親
等
内
の
家

族
）が
、料
金（
６
０
０
円
〜
７
０
０
円

／
時
）を
、援
助
を
行
い
た
い
人（
援
助

会
員
・
20
歳
以
上
）に
支
払
っ
て
、会
員

同
士
で
援
助
し
合
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
申
込
み　

セ
ン
タ
ー（
府
内
こ
ど
も

ル
ー
ム
内〈
荷
揚
町
3
‐
41
〉）に
印
鑑

と
申
請
者
の
顔
写
真（
縦
２
・
７
㌢
×

横
２
・
４
㌢
）を
２
枚
持
参
し
て
く
だ

さ
い（
申
請
者
が
家
族
の
場
合
は
家

族
の
顔
写
真
２
枚
と
援
助
を
受
け
た

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
ら

接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域（
処
理
区
域
）は
、ト
イ

レ
の
汚
水
は
も
ち
ろ
ん
、台
所
や
風
呂

な
ど
の
汚
水
も
下
水
道
へ
流
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
区
域
で
は
市
条
例
に
よ
り
浄

化
槽
は
１
年
以
内
に
、下
水
道
法
に
よ

り
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
、公

共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、排
水
設
備
工
事
に
伴
う
融

資
の
あ
っ
せ
ん
や
助
成
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、公
共
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
ら
、１
日
で
も
早
い
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

下
水
道
営
業
課〈
城
崎
分
館
〉

（
☎
５
３
７
・
５
６
４
１
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
は

24
年
１
月
10
日
㈫
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
の
準
備
に

市
民
図
書
館
の
本
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

１
階
に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
の
準
備
に
役
立
つ

料
理
や
年
賀
状
な
ど
の
本
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

◆
設
置
期
間　

12
月
１
日
㈭
〜
24
年

１
月
６
日
㈮（
休
館
日
を
除
く
）

問　

市
民
図
書
館（
☎
５
３
８
・
３
５

０
０
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査
受
検
を

お
願
い
し
ま
す

　

浄
化
槽
法
で
は
、保
守
点
検
や
清
掃

と
と
も
に
、浄
化
槽
設
置
後
の
水
質
検

査
と
毎
年
１
回
の
定
期
水
質
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、県
知
事
の
指
定
を
受
け

た
㈶
大
分
県
環
境
管
理
協
会（
☎
５
６

７・
１
８
５
５
）が
検
査
機
関
で
す
。浄

化
槽
を
い
つ
ま
で
も
快
適
に
使
用
す

る
た
め
に
、必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。

問　

下
水
道
経
営
企
画
課〈
城
崎
分

館
〉（
☎
５
３
７・５
６
４
０
）

　

24
年
度
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。こ
の
名
簿
に

載
っ
て
い
な
い
と
投
票
や
諸
請
求
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、該
当
す
る
人
は
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
資
格　

24
年
１
月
１
日
現
在
、大
分

市
に
住
所
を
有
し
、平
成
４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
10
㌃（
１
反
３
歩
）以
上
の
農
地
に

つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
人　

②
①
と
同
居
し
て
い
る
親
族
か
そ
の

配
偶
者
で
、年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

◆
申
請　

農
業
委
員
会
を
通
じ
て
該

当
世
帯
に
は
、12
月
中
旬
に
申
請
書
を

郵
送
し
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
の
封
筒
に
入
れ
て
24
年
１
月
10

日
㈫（
必
着
）ま
で
に
農
業
委
員
会
事

務
局（
☎
５
３
７・５
６
５
４
）へ
。

問  

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎

５
３
７・５
６
５
２
）

市
営
墓
地
空
き
区
画
の

使
用
希
望
者

た
き
火
だ
集
ま
れ
！
家
族

ほ
く
ほ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
者

◆
日
時　

24
年
１
月

21
日
㈯
午
前
10
時

〜
22
日
㈰
午
後
１
時

30
分（
１
泊
２
日
）

◆
内
容　

た
き
火
で

ク
ッ
キ
ン
グ
、燻
製

作
り
、甘
夏
収
穫
な
ど

◆
対
象　

小
・
中
学
生
を
含
む
家
族

◆
定
員　

20
家
族（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

１
人
２
、１
６
０
円（
食

事
、シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
な
ど
）

◆
準
備
物　

野
外
活
動
の
で
き
る
服

装
、軍
手
、水
筒
な
ど

◆
申
込
み・
場
所
・
問　

電
話
で
、住
所
、

く
ん
せ
い

◆
申
込
期
間　

24
年
１
月
10
日
㈫
〜

２
月
９
日
㈭

◆
申
込
資
格　

現
に
遺
骨
を
保
有
し

て
い
る
人
な
ど
の
申
込
資
格
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
当
せ
ん
者
決
定
方
法　

公
開
抽
せ
ん

◆
募
集
す
る
墓
地　
丸
山
墓
地
公
園
、

西
浜
墓
地

問　

保
健
所
衛
生
課（
☎
５
３
６・
２

８
５
４
）

氏
名
、学
校
名
、学
年
、電
話
番
号
を
、

24
年
１
月
６
日
㈮
正
午
ま
で
に
う
す

き
少
年
自
然
の
家（
☎
０
９
７
２
・
６

７・２
２
０
０
）へ
。

能
楽
教
室（
24
年
1
月
〜
３
月
）

◆
講
師　

①
谷
村
育
子
氏
、馬
野
正

基
氏
ほ
か　

②
渡
辺
康
喜
氏

◆
受
講
料　

１
科
目
に
つ
き
１
か
月

３
、０
０
０
円

◆
そ
の
他　

４
月
以
降
も
継
続
で
き

ま
す
。定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、12
月
24
日
㈯
ま
で
に
平
和
市
民

公
園
能
楽
堂
（
☎
５
５
１
・
５
５
１
１

　

５
５
１・５
５
１
２
）へ
。

教
室
名

時  

間

対
象

曜日

定員

火水金

15人 各30人

午
前
10
時
〜

　
　
　

正
午

①
観
世
流

大
分
謡
曲
協
会

教
室

（
謡
曲
・
仕
舞
）

②
喜
多
流
教
室

（
謡
曲
・
仕
舞
）

午
後
1
時
〜

　
　
　

5
時

午
後
2
時
〜

　
　
　

4
時
初
心
者

中
級
者

中
級
者

23
年
度
大
分
市
仕
事
宣
言

（
中
間
報
告
書
）を
公
表
中
で
す

　

市
政
の
各
分
野
の
責
任
者
で
あ
る

部
局
長
が
、１
年
間
ど
の
よ
う
な
姿
勢

で
、何
を
重
点
施
策
と
し
て
仕
事
に
取

り
組
む
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
、仕
事

宣
言
の
中
間
報
告
書
（
10
月
31
日
現

在
）を
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w

.city.oita.oita.jp/ 　

※
情
報
公
開

室（
本
庁
舎
７
階
）の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

市
長
室（
☎
５
３
７・５
６
０
０
）

年
末
年
始
期
間
中
の

道
路
工
事
を
中
止
し
ま
す

◆
国
道
、県
道
、市
道　

12
月
27
日
㈫

午
後
10
時
〜
24
年
１
月
４
日
㈬
午
前

９
時　

※
た
だ
し
、緊
急
工
事
は
除
く

問　
●
国
道
…
国
土
交
通
省
大
分
河

川
国
道
事
務
所（
☎
５
４
４
・
４
１
６

７
）　
●
県
道
…
県
土
木
事
務
所（
☎

５
５
８・
２
１
４
１
）　
●
市
道
…
土
木

管
理
課（
☎
５
３
７・５
９
９
２
）

◆
日
時　

12
月
23
日
㈮　

午
前
11
時

〜（
開
場
午
前
10
時
30
分
）

◆
演
奏　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン（
福
田

の
ぞ
み
）
、ハ
ン
ド
ベ
ル（
別
府
溝
部

学
園
短
期
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
リ
ン

ガ
ー
ズ
）

◆
場
所
・
問　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル　

（
☎
5
3
8・
3
7
0
0
）

理
課（
本
庁
舎
４
階
）、各
支
所
、明
野

出
張
所
、本
神
崎
・一
尺
屋
連
絡
所
へ
。

問　

清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７
・
５
６

８
７
）

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ 

動
く
こ
ど
も
の
城

「
ア
ニ
メ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

国
立
総
合
児
童
セ
ン
タ
ー「
こ
ど
も

の
城
」
に
よ
る
ア
ニ
メ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
27
日
㈫　

午
前
10
時

〜
正
午

◆
内
容　

紙
に
簡
単
な
絵
を
描
き
、ア

ニ
メ
を
作
成
。
そ
の
ア
ニ
メ
を
撮
影

し
、上
映
し
ま
す
。

◆
対
象　

５
歳
以
上
小
学
生
以
下（
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定
員　

50
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、12

月
18
日
㈰
午
後
６
時
ま
で
に
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ（
☎
５
３
８・５
０
０
０
）へ
。

い
高
齢
者
の
顔
写
真
を
１
枚
）。備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、簡
単

な
面
接
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。

※
援
助
会
員
は
申
し
込
み
後
、８
時
間

（
２
日
間
）程
度
の
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。

　

次
回
の
講
習
会
は
、24
年
１
月
18
日

㈬
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
、19
日

㈭
午
前
９
時
〜
正
午
で
す
。

問　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー（
高
齢
者
支
援
用　

☎
５
３
８
・

３
１
８
０
）

魚
料
理
教
室
〜
お
せ
ち
の
一
品
料
理
〜

◆
日
時　

12
月
18
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

※
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
申

し
込
み

◆
参
加
料　

１
人
１
、０
０
０
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き
に
、団

体
名
、代
表
者
住
所
、代
表
者
名
、参

加
人
数
、電
話
番
号
を
記
入
し
、
12
月

９
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
公
設
地
方
卸

売
市
場
管
理
事
務
所（
〒
８
７
０‐０
０

１
８　

豊
海
三
丁
目
２‐１　

☎
５
３

３・３
１
１
３
）へ
。
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時　　間地　区 開催日 場　　所 申込期限

午前11時30分

午前 9 時30分

午後 5 時

午前11時30分

午後 0 時30分

午後 2 時

午後 3 時

12月 2 日（金）

12月16日（金）

12月 2 日（金）

大分商工会議所佐賀関支所
（☎575-1000）

稙田支所
（☎541-1234）

大在支所
（☎592-0511）
大分商工会議所鶴崎支所
（☎521-1131）

※明野地区自治会連合会
（☎556-0099）

大南支所
（☎597-1000）

あけのアクロス
タ ウ ン
アクロスホール

稙 田 公 民 館

大 在 公 民 館

鶴 崎 公 民 館

大 南 公 民 館

※明野地区の受付は、月～金曜日　午前10時～午後5時
◆会費　●大分地区…800円　●佐賀関地区…1,500円　
　　　　●明野地区…男性2,000円、女性1,000円　●その他の地区…1,000円

申込み・問
市長室
（☎537-5600）大分東洋ホテル

早 吸 日 女 神 社
参 集 殿

大　分

稙　田

大　在

鶴　崎

明　野

大　南

午後 4 時 12月15日（木）

12月15日（木）

12月 9 日（金）

12月 9 日（金）

12月16日（金）

野津原支所
（☎588-1111）

野津原市民センター
多 目 的 ホ ー ル野津原

24
年
1
月
5
日
㈭

24年
1月6日㈮

24年
1月4日㈬

坂ノ市支所
（☎592-1700）坂 ノ 市 公 民 館坂ノ市

佐賀関

午前10時30分 12月16日（金）

　市では、大分都心南北軸の整備に向けた
検討を進めるため、９月１日に第１回目、１０月
２４日に第２回目の市民意見交換会を開催し
ました。
　今回は、市の都心南北軸整備方針を説明
するとともに、今後の中心市街地の活性化に
向けて都心南北軸がどうあるべきか、市民の
皆さんに意見を伺うため、第３回目の意見交
換会を開催します。

12月16日㈮　午後２時～５時
コンパルホール３階　多目的ホール
●市による都心南北軸整備方針の説明
●中心市街地活性化に向けた都心南
　北軸のあり方についての意見交換会
３００人程度（当日先着順）

日 時
場 所
内 容

定 員

問都心活性化推進室（☎５３７-５９６６）

第3回大分都心
南北軸整備に関する

意見交換会

第3回大分都心
南北軸整備に関する

意見交換会

2
㈮

14
㈬

16
㈮

15
㈭

7
㈬

10
㈯

12月
2 日
～

D
EC

EM
B
ER

12
月

ミニリフォーム作品展
期間/13日㈫まで
時間/午前9時～午後9時（土・日曜
日は午後5時、最終日は午後3時まで）
場所・問ライフパル　☎573-3770

月と木星を見よう！
期間/4日㈰まで、9
日㈮、11日㈰　

時間/午後7時30分～10時
（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館☎574-0100

皆既月食を
見よう！
（雨天・曇天時は
映像による説明）

時間・参加料・場所・問は上記2日
と同じ

ふたご座流星群を見よう
（雨天・曇天時は映像による説明）
時間・参加料・場所・問は上記2日
と同じ

12・14“もったいない”
省エネデー
・ライトダウンにチャレンジ
　（時間/午後8時～10時）
・省エネにチャレンジ
問環境対策課　☎537-5758

無料

無料

17
㈯

さがのせき朝市
時間/午前9時～
11時（商品がなく

なり次第終了）
場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000

ライフパル
合唱会
時間/午後5時30分～

出演/アンサンブル・ポラリス
問ライフパル　☎573-3770

無料

第60回記念高文連 
美術・書道・写真
中央展（美術・写真展）

期間/18日㈰まで
時間/午前10時～午後6時
場所・問市美術館　☎554-5800

大分ヒートデビルズ
対横浜ビー・コルセ
アーズ
日時/2日㈮午後7時
～・3日㈯午後1時～

場所/べっぷアリーナ（別府市）

時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工
品、野菜、果物、花などの販売
問市公設地方卸売市場
☎533-3113

市公設地方
卸売市場
市民感謝デー！！

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
南
地
区

大
在
地
区

鶴
崎
地
区

坂
ノ
市
地
区

稙
田
地
区

佐
賀
関
地
区

野
津
原
地
区

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
　
▼
藤
田
公
二（
上
白
木
）

▼
阿
部
美
由
紀（
明
野
東
）▼
三
ツ
木

忍（
田
室
町
）▼
江
藤
雪
美（
高
城
南

町
）▼
太
田
愛
子（
新
川
町
）▼
佐
々
木

省
吾（
羽
田
）▼
後
藤
正
俊（
今
津
留
）

▼
溝
口
智
子（
日
吉
町
）

　
　
　
　
　
▼
酒
井
正（
常
行
）▼
山

本
晋
滋（
皆
春
）▼
亀
野
義
則（
毛
井
）

▼
荒
木
治（
皆
春
）▼
日
名
子
祐
一（
松

岡
）▼
土
谷
ハ
ツ
コ（
皆
春
）▼
稲
垣
勝

行（
森
町
）▼
首
藤
宣
也（
迫
）

　
　
　
　
　
▼
中
村
省
治（
大
在
北
）

　
　
　
　
　
　
▼
實
﨑
康
洋（
屋
山
）

　
　
　
　
　
▼
田
中
真
澄（
け
や
き

台
）▼
東
原
レ
イ
子（
上
戸
次
）▼
後
藤

省
蔵（
下
戸
次
）▼
今
村
清
人（
下
判
田
）

　
　
　
　
　
▼
安
部
朱
実（
中
尾
）

▼
安
村
佐
代
子（
ふ
じ
が
丘
）

　
　
　
　
　

▼
仲
家
キ
ヨ
子（
佐
賀

関
）▼
末
松
時
枝（
本
神
崎
）▼
渕
野
輝

彦（
志
生
木
）▼
秦
秀
文（
佐
賀
関
）

　
　
　
　
　
　
▼
小
野
尚（
辻
原
）

　
　
　
▼
加
藤
み
ゆ
き（
久
留
米
市
）

▼
冨
来
秀
文（
横
浜
市
）

　
　
　 

以
上
10
月
19
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健

課
、各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤

十
字
社
の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
８
日
・
15
日
・
22
日
、24

年
１
月
12
日
・
19
日
・
26
日　

毎
週
木

曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時　

◆
場
所

司
調
会
館（
城
崎
町
二
丁
目
３‐
10
）

　

◆
相
談
内
容　

不
動
産
、会
社
登

記
お
よ
び
供
託
、成
年
後
見
、ク
レ

ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
な
ど　

◆
そ
の

他　

面
接
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必

要
で
す
。　

問　

県
司
法
書
士
会

（
☎
５
３
３・４
１
１
０
）

司
法
書
士
常
設
無
料
相
談
会

行
政
相
談
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
23
年
度
体
験
教
室

大分市の

面積と人口

【10月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】
面　積 人　口
男 女 世帯数 206,290世帯247,291人229,200人

476,491人501.28㎢
人　口 世帯数１９５，６２３世帯４７４，０９４人 問総務課（☎５３７-５７９５）

２２年国勢調査（２２年１０月１日現在）の大分市の確定値が発表されました　〈１０月２６日総務省公表〉

　

市
に
は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
委
員
が
い
ま
す
。国
の
仕

事
に
対
す
る
困
り
ご
と
、悩
み
ご
と
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、定
期
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。　

◆
定
期
相
談

◆
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

問　

大
分
行
政
評
価
事
務
所（
☎
５

３
２・
３
７
１
５
）

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
会

献
血
に
ご
協
力
を

第
86
回
市
民
水
泳
競
技
大
会

（
新
春
）参
加
者
募
集

　

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、12

月
、24
年
１
月
に「
冬
季
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
、24
年
１
月
、２
月
に
は

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。ま
た
、12
月
11
日
㈰
に

は
、県
赤
十
字
献
血
セ
ン
タ
ー（
大
字

荏
隈
）で「
赤
十
字
ふ
れ
あ
い
広
場
」

を
開
催
し
ま
す
。　
問　
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー（
☎
５
４
７・
１
１
５
４
）

大
学
生
等
向
け
大
分
県
内
企
業

に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
in
東
京

◆
日
時　

24
年
１
月
７
日
㈯　

午
前

11
時
〜
午
後
４
時
30
分　

◆
場
所　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
７
階　

ホ
ー
ル

D
7（
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
）　

◆
対
象　

25
年
卒
業
予
定
の
大
学
生

（
１・
２
年
生
の
参
加
も
可
）　

問　

県

雇
用
・
人
材
育
成
課
雇
用
・
人
材
育
成
班

（
☎
５
０
６・３
３
４
３
）

２
級
ヘ
ル
パ
ー
講
座
受
講
生
募
集

◆
月
日　

24
年
１
月
14
日
㈯
か
ら
土
・

日
曜
日
の
14
日
間　

◆
場
所　

稙
田

公
民
館
ほ
か　

◆
定
員　

30
人
（
先

着
順
）　

◆
受
講
料　

５
万
８
、５
０

０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）　

◆
申
込

み
・
問　

電
話
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｍ

Ｉ
Ｓ（
☎
５
４
７・０
１
５
２
）へ
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
の
採
用
試
験

◆
一
次
試
験　

24
年
１
月
14
日
㈯　

◆
応
募
資
格　

17
歳
未
満
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者
（
24
年
３
月
卒
業
見

込
み
者
を
含
む
）　

◆
受
付
期
限　

24
年
１
月
６
日
㈮　

問　

自
衛
隊
大

分
地
方
協
力
本
部
大
分
募
集
案
内
所

（
☎
５
４
６・
２
１
７
７　

夜
間
、休
日

は
☎
５
３
６・６
２
７
１
）

諸
流
合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

◆
日
時　

12
月
11
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
2
階　

茶
室　

◆
参
加
料　

１
、０
０
０
円（
１
枚
で
２
席
可
、当
日

券
あ
り
）　

問　

大
分
茶
道
協
会　

出
田（
☎
５
５
８・７
２
１
０
）

若
年
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

◆
月
日　

12
月
21
日
㈬

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
3
階　

３
０
５
会
議
室

◆
時
間
・
内
容　
●
午
前
10
時
〜
正
午

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座　

講
師
…

佐
藤 

安
洋
氏（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）　
●
午
後
１
時
〜
３
時　

就
職

活
動
実
践
講
座　

講
師
…
下
郡 

恵
美

子
氏（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

◆
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
お
お
む

ね
40
歳
未
満
の
求
職
者

◆
定
員　

各
20
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

◆
種
別
と
期
間　

①
第
1
種
…
24
年

◆
日
時　

24
年
１
月
22
日
㈰　

午
前

９
時
30
分　

◆
場
所　

市
営
温
水

プ
ー
ル　

◆
対
象　

市
内
居
住
の
小

学
生
以
上　

◆
参
加
料　

１
種
目
に

つ
き
、小
・
中
学
生
、高
校
生
は
４
０
０

円
、大
学
生
・
一
般
は
８
０
０
円　

◆

小学
1～3年生

自由形（25m・50m）・平泳ぎ（25m・50m）・
バタフライ（25m・50m）・背泳ぎ（25m・50m）・
個人メドレー（100m）

自由形（25m・50m・100m）・平泳ぎ（25m・50m・
100m）・バタフライ（25m・50m・100m）・背泳ぎ
（25m・50m・100m）・個人メドレー（100m）

自由形（50m・100m）・平泳ぎ（50m・100m）・
バタフライ（50m・100m）・背泳ぎ（50m・100m）・
個人メドレー（100m）〈※中学生は200m〉
自由形（100m）・平泳ぎ（100m）・
バタフライ（100m）・背泳ぎ（100m）
個人メドレー（200m）

小学
4～6年生・
中学生

高校生

一般
　・大学生

申
込
み
・
問　

市
営
温
水
プ
ー
ル
に
備

え
付
け
の
申
込
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、参
加
料
を
添
え
て
郵
送（
現
金

書
留
）
で
、12
月
３
日
㈯
〜
11
日
㈰

（
必
着
）に
市
水
泳
協
会
事
務
局　
木

本
高
正（
〒
８
７
０
‐
０
０
０
７　

王

子
南
町
２
‐
８　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
王
子

１
０
５　

☎
０
９
０・
１
１
６
７・
２
６

０
４
）ま
た
は
直
接
、市
営
温
水
プ
ー

ル
へ
。

◆
仕
事
内
容　
●
屋
内
外
の
一
般
作

業
分
野
…
清
掃
な
ど　
●
技
能
を
必

要
と
す
る
分
野
…
植
木
手
入
れ
、ふ

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

す
ま（
障
子
）張
り
な
ど　
●
折
衝
・
外

交
分
野
…
広
報
紙
な
ど
の
配
布
、検

針
な
ど　
●
サ
ー
ビ
ス
分
野
…
福
祉
・

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど　
●
管
理

分
野
…
施
設
管
理
・
駐
車（
駐
輪
）場

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５・
８
６
１
６
）

◎
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
ビ
デ
オ
編
集

◆
月
日　
24
年
１
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮

◆
内
容　

無
料
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、パ

ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
動
画
に
音
楽
や

文
字
を
入
れ
て
編
集
す
る
方
法
を
学
習

◆
対
象　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
ま

た
は
７
の
操
作
に
慣
れ
た
人

◆
定
員　

20
人

◆
受
講
料　

６
０
０
円

◎
ワ
ー
ド
を
活
用
〜
名
刺
づ
く
り
〜

◆
月
日　

24
年
１
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯

◆
内
容　

ワ
ー
ド
の
便
利
な
機
能
を

使
っ
た
文
書
の
上
手
な
作
り
方
や
デ

ザ
イ
ン
文
字
、イ
ラ
ス
ト
を
取
り
入
れ

た
名
刺
作
り
を
学
習

◆
定
員　

30
人

◆
受
講
料　

６
５
０
円（
材
料
費
含
む
）

☆
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

☆
多
数
時
は
抽
せ
ん

☆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き（
１
教

室
に
つ
き
１
人
１
枚
）に
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、

12
月
15
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
情
報
学

習
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‐０
８
５
１　

大
石
町
一
丁
目
３
組
）へ
。

場　

所

開 

催 

日

市
役
所
本
庁
舎

２
階
市
民
相
談
室

鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室

毎
月
第
１
月
曜
日

大
南
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室

偶
数
月
第
4
月
曜
日

今
市
連
絡
所

奇
数
月
第
4
月
曜
日

野
津
原
公
民
館

毎
月
第
３
木
曜
日

※
開
催
日
時
が
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
問
　
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

（
☎
５
８
８・１
４
１
０
）

土素材で
植木鉢づくり教室

内　容 日時（毎月） 参加料
第2土曜日
午前10時～正午

1,000円～
2,000円   

100円～
500円   
100円～
700円   

古布のエコバッグ、
コースターづくり教室

第3土曜日
午前９時～正午 100円

ステンドグラス
づくり教室

第3日曜日
午前9時～午後4時30分 2,000円

紙すき体験教室 第4土曜日
午前10時～正午

廃油による
石けんづくり教室

第４土曜日
午後1時30分～3時30分

ス
で
、12
月
１
日
㈭
か
ら
商
工
労
政

課（
☎
５
３
７・
５
９
６
４　

５
３
３・

９
０
７
７
）へ
。

1
月
11
日
㈬
〜
13
日
㈮　

②
第
２
種

…
24
年
1
月
18
日
㈬
〜
20
日
㈮　

◆

場
所　

新
日
鐵
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー

（
攻
玉
寮
）　

◆
受
付
期
間　

12
月
２

日
㈮
〜
27
日
㈫　

問　

県
消
防
設
備

安
全
協
会（
☎
５
３
７・３
１
２
５
）

管
理
の
補
助
な
ど　
●
事
務
分
野
…

毛
筆
筆
耕
、宛
名
書
き
な
ど　

◆
対

象　

市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
60

歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な

人　

問　

㈳
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
☎
５
５
２・３
２
２
０
）

ス
　
マ
　

イ
　
ス

市
外



突然の事故で娘が・・・　「なぜ、我が家に車いすがあるの」受け入れ難い現実に苦しんだお母さん。
しかし、夢に向かって頑張る娘の姿に励まされ、笑顔の自分を取り戻すことができたそうです。
今では、笑顔で語り合う母娘。やっぱり、互いを思いやる心が大切ですね。

表紙の
言葉

こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た　

12
月
1
日
号
（
毎
月
1
日
・
15
日
発
行
）　

  

企
画
・
発
行　

大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課
（
〒
８
７
０
ー
８
５
０
４  

荷
揚
町
２
番
31
号　

代
表
☎
５
３
４
ー
６
１
１
１
）

　市の地域福祉の最前線を担っていただ
いている民生委員児童委員の全体研修会
（約700人参加）が、10月17日、ｉｉｃｈｉｋｏ音
の泉ホールで開催され、私から講演をさ
せていただきました。
｠｠少子高齢化の波は、本市においても急
速に進んでおり、今後、市政の最重要課題
として対策を講じていかねばなりません。
その主役を務めてもらわなければならな
い皆さんですから、市政運営方針を理解し
てもらうことが最優先と考え、特に国と地
方の関係（地方分権改革の方向性）、行政
改革や協働のまちづくりへの取り組みな
どの現状と課題、方向性について説明し、
理解を求めました。
｠｠また、近年、民生委員児童委員の任務が
複雑多様化し、その活動がますます難しく
なっているなどの相談も増えてきました。

　そこで、昨年12月には市役所内に庁内
サポート会議を立ち上げて、その支援体制
もつくって万全を期しているところです。
　講演は、民生委員児童委員の皆さんへ
の限りない期待と、それに伴う公助として
の行政の取り組み、そして何よりも「安心
してこれからも住み続けられるまち『おお
いた』を一緒になって築き上げていこう！」
とのメッセージを送る場となりました。
｠｠これからも、よろしくお願いします。

こんにちは市長室ですこんにちは市長室です
　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナーは、市ホームページ
で市政について市長の日々の思いをつづる「こんにちは市長室です」の
「市長の日記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

vol.81

民生委員児童委員の皆さん、これからもよろしくお願いします

大分市テレビ広報大分市テレビ広報

番組キャラクター「フレッキー」

TOSテレビ大分毎週土曜日
午後5時15分～5時30分

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。
OCT大分ケーブルテレコム
（日・月・火・水）
OCN大分ケーブルネットワーク
（日・月・火・水）
STV佐賀関テレビ
（火・水・木）

番組案内
12月4日～10日は
人権週間です

市政トピックス12月10日㈯

12月 3日㈯

大分市誕生100年 100年を
活かして拓く
ゆめ・みらい

23年4月1日に旧大分市市制施行100周年を
迎えた大分市。その100年の歴史を振り返り、
当時の主な出来事をシリーズで紹介します。

第8回大分市百歳

　1963（昭和38）年3月10日、大分・鶴崎臨海工業
地帯を中心とする新産業都市の建設へ向け、大分
市・鶴崎市・大南町・大分町・大在村・坂ノ市町の
六つの市町村が合併し、新しい大分市が誕生。
　1911（明治44）年の市制施行から数えて50余
年、大分市は新たな船出を始めたのでした。
　当時、合併を進めていた六つの市町村は旧大分
市の中心部から半径約20km内にあることから、
官公庁・企業・商店などに勤務する人も多く、社会
的・経済的にも密接な関係がありましたが、それ
ぞれの市町村は永い歴史と伝統、自然・社会的条
件から独自の発展計画を持っていたため、合併の
話し合いは、終始スムーズには進みませんでした。
　しかし、時を同じくして「新産業都市建設促進
法」が国策として制定され、大分・鶴崎臨海工業地
帯が新産業都市圏の中核として大きな役割を担う
ためには、市町村合併が必須となったのです。
　合併後の1964（昭和39）年1月30日、大分地区は
新産業都市の指定を受け、国内有数の製鉄所や
石油化学コンビナートを抱える大分・鶴崎臨海工
業地帯は、「新産都の優等生」と称されるほど飛
躍的に発展することとなりました。

新しい大分市の誕生
―新産業都市・大分へ向けて―

1963（昭和38）年3月10日

▼

建設が進む大分・鶴崎臨海工業地帯〔昭和３６年版市勢要覧から〕
　白線の部分、手前から１号、２号、３号、４号、５号埋立地

▼
新大分市の開庁式
　１９６３（昭和３８）年３月１０日、県庁２階ホールに
　県内外の関係者約４５０人が出席して、新大分市の
　開庁式が開催されました。

［新産業都市］
　１９６２（昭和３７）年5月制定の「新
産業都市建設促進法」により、地域
の工業開発拠点に指定された地区。
その目的は、地方の工業開発を図る
ことで、大都市への人口・産業の集
中を防止し、地域格差を是正するこ
となどにありました。大分地区は、１
９６４（昭和３９）年１月３０日に、大分
市のほか別府・杵築市と日出・野津
原・挾間・庄内・湯布院・佐賀関・犬
飼町の３市７町が新産業都市に指定
されています。
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